
メタボローム解析を活用した 
農作物同等性の包括的・客観的評価システム基盤の開発 

  
 

  研究の背景・課題 １ 

  研究内容 ３ 

【背景】環太平洋戦略的経済連携協定（TPP）の導入による海外からの輸入作物・食品の増加に
より、残留農薬基準緩和や産地偽装等、我が国の食料安全は未経験の危機に曝されることになる。
一方、TPP対策の一つとして農作物の高付加価値化を目指した実用作物開発が進んでいる。 
【課題】産地・品種の差異に由来する農作物同等性を評価する新たな技術法が求められる中で、
取得データに基づいて精度よく同等性を評価する手法開発が急務である。 

〔研究グループ名〕：農作物同等性メタボローム評価コンソーシアム 
〔研究代表機関〕 ：国立大学法人筑波大学 
〔参画研究機関〕 ：国立研究開発法人理化学研究所、（株）常盤植物化学研究所、 
                    国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構食品総合研究所 

 国立研究開発法人国際農林水産業研究センター、 
 （株）キーストーンテクノロジー 

  研究目標 ２ 
【研究目標】農作物同等性の包括的・客観的評価システム基盤開発のために、メタボローム解
析技術を導入する。本技術によって、差異を生み出すカギとなるメタボリックインデックスと
なり得る代謝物候補を絞り込む。 

「農林水産業の革新的技術緊急展開事業（技術革新を加速化する最先端分析技術の応用） 

問合せ先：国立大学法人筑波大学（ＴＥＬ：０２９－８５３－４８０９） 

1. 定量分析法とメタボローム解析の融合による農作物・食品の同等性評価法の開発 

2. メタボローム解析による世界流通コメ品種の同等性評価 

3. メタボローム解析を活用した栽培環境差由来の代謝物群量的変動解析 
 

〔研究期間〕 
平成２６年度～平成２７年度 

  研究成果 ４ 
○ メタボローム解析技術を基盤とした農作物の同等性評価法の確立およびデータベース構築に
よる社会への情報発信を研究開発の推進を行った 
（１）定量分析法とメタボローム解析の融合による農作物・食品の同等性評価法の開発 

   →メタボローム解析による同等性評価基盤の確立および情報発信サーバーの整備（筑波大） 

   →機能性成分の定量分析法とメタボローム解析の融合に成功（筑波大、理研、常盤） 

（２）メタボローム解析による世界流通コメ品種の同等性評価（筑波大、理研、JIRCAS、食総研) 

   →食味･品質に影響する物性データおよびメタボローム解析による食味に関わる代謝物群の統合解析を実施 

（３）メタボローム解析を活用した栽培環境差由来の代謝物群量的変動解析（筑波大、理研、キーストーン) 

   →畑での栽培条件（土耕）および植物工場での栽培条件（水耕）のメタボローム解析データの比較・評価 

 

 

 

 

  

 

 

  今後の展開方向、見込まれる波及効果 ５ 
○ 今後の研究展開：メタボリックインデックスの開発による分析技術の簡略化および技術提供 

  産地や環境の違いに起因する代謝物群の量的変動の観点から解析することで、同等性評価技術法の簡略化を行

い、その技術を企業等に提供することが可能である（メタボリックインデックス）。 

○ 見込まれる波及効果：メタボリックインデックスによる情報発信 
  本成果をデータベースとして公開することにより、代謝物群の量的変化と重要形質との相関性を公表できる。

さらに開発予定のメタボリックインデックスを用いたデータベースの開発による情報発信を行う。 
 

 

別添 



     
   「農林水産業の革新的技術緊急展開事業」（技術革新を加速化する最先端分析技術の応用） 

問合せ先：国立大学法人筑波大学（ＴＥＬ：０２９－８５３－４８０９） 

 
  
  
  
  
  
    
  
 
  

  
    
  
    
  

メタボローム解析を活用した 
農作物同等性の包括的・客観的評価システム基盤の開発 

（１）定量分析法とメタボローム解析の融合による農作物・食品の同等性評価法の開発 

（２）世界流通コメ品種の同等性評価 （３）栽培環境差由来の代謝物群量的変動解析 

環境要因の差を 
メタボローム解析で比較 

品種間差を 
メタボローム解析で比較 

○ 今後の研究展開：メタボリックインデックスの開発による分析技術の簡略化および技術提供 

○ 見込まれる波及効果：メタボリックインデックスによる情報発信 
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